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一きょうもリハーサル ! 
ご苦労さま一一一 玖島中学校校庭にて
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さ
と数日。全国からあつまる J、

あ澄みきった秋空のもと、 選手、役員の皆さんを心か

軽快な国体音頭のリズムがも ら歓迎するために、前日祭
サ

ノ/
流れ、手さばきもあざやか のリハーサルも最後の総仕 力
に、ゆかたがけの婦人会の 上げに懸命です。 カ~ )~ 国
皆さんがたによる民踊が、 さあ、市民一人一人の熱 体
校庭ーぱいにくりひろげら 意を国体大村会場に結集さ 、ー

れる。 せましようo も も
本番

いよいよ、長崎国体もあ る
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再

び
自
三E

太

子

殿

下

り

11月7日

おおむ

圃圃園。

‘ー・

大

来

第
五
回
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

十

一
月
七
日
十
五
時
十
分
に
大

村

空
港
に
お
着
き
に
な
ら
れ
ま

す。

奉
迎
に
際
し
て
は
次
の
こ
と

を
よ
く
守
っ
て
、
心
か
ら
お
迎
え

し
ま
し
ょ
う
。

市政だより

V
奉
迎
の
配
置
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
定
め
ら
れ
た
奉
迎
沿
道
で

は
、
殿
下
の
お
車
は
除
行
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以

外
の
と
乙
ろ
で

は、
三
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
ど
通
過

に
な
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
定
位

置
で
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

V
奉
迎
沿
道
で
の
自
家
用
車
の
利

用
は
極
力
避
け
ま
し
ょ
う
。

V
定
め
ら
れ
た
奉
迎
場
所
を
み
だ

り
に
移
動
し
た
り
、
木
の
上
、
屋

上、

横
断
歩
道
橋
等
高
所
で
の
奉

迎
は
つ
h

し
み
ま
し
ょ
う
。

V
指
定
さ
れ
た
奉
迎
場
所
に
は
ど

通
過
予
定
時
刻
の
少
く
と
も
三
十

分
前
市
は
定
め
ら
れ
た
場
所
に
集

っ
て
く
だ
さ
い
。

V
奉
迎
用
小
旗
は
な
る
べ
く
持
っ

て
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

¥ 

旗
の
柄
は

「四

0
セ
ン
チ
」
程
度

と
し
ま
す
。

V
雨
天
の
場
合
、
奉
迎
者
の
雨
具

の
使
用
は
注
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ

ん。V
写
真
を
と
ら
れ
る
方
は
お
車
の

そ
ば
な
ど
に
出
て
と
ら
れ
る
と
混

雑
を
誘
う
原
因
と
な
り
又
危
険
で

す
か
ら
や
め
て
下
さ
い
。

V
万
歳
は
自
主
的
に
行
っ
て
さ
し

っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

V
奉
迎
者
の
服
装
は
礼
を
失
し
な

い
程
度
の
平
服
で
さ
し
っ
か
え
あ

り
ま
せ
ん
。

V
飼
い
犬
は
必
ず
家
に
つ
な
い
で

お
き
ま
し
ょ
う
。

V
空
港
で
の
駐
車
は
係
員
の
指
示

に
し
た
が
っ
て
下
さ
い
。

V
ど
通
過
沿
道
に
は
国
旗
を
か
b

げ
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
七
日
に
欠
航
の
場
…

合
は
十
一
月
八
日
の
午
前
十
…

時
五
十
分
着
、
十
一
時
十
分
山

発
と
な
り
ま
す

第5回・全国身体障害者スポーツ大会

一般奉送迎位置図

11月7日(金)着1笠旦主ぅ匡亘ー
発15時30分

一般

-
二
本
松
バ
ス
停

ぉ、むら

(国道34号)

戸
至
佐
世
保

.J  
r・降、

市
民
交
通
傷
害

保
険
だ
よ
り
②

乙
の
よ
う
な
場
合
は

・
と
い
っ

た
乙
と
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
の
で

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

へ
問
)

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、

簡
単
に
い
っ
て
ど
の
よ
う
な
保
険

で
す
か
。

(
答
)
乙
の
保
険
は
、
原
則
と
し

て
当
市
に
住
所
を
有
す
る
人
を
対

象
と
し
て
、
車
両

(
自
動
車
、
原

動
機
付
自
転
車
、
軽
車
両
お
よ
び

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
)
に
よ
る
交
通
事

故
で
傷
害
を
被
っ
た
と
き
に
傷
害

の
程
度
に
よ
っ
て
一
定
額
を
医
痩

保
険
金
と
し
て
、
ま
た
、
不
幸
に

し
て
死
亡
さ
れ
た
場
合
は
五

O
万

円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

(
問
)

傷
害
を
被
っ
た
場
合
と
い

，
う
こ
と
で
す
が
、
ど
ん
な
交
通
事

故
で
も
保
険
金
を
支
払
っ
て
く
れ

ま
す
か
。

(
答
)
く
わ
し
く

説

明

し

ま
す

と、

被
保
険
者
(
保
険
を
つ
け
て

い
る
人
)
が
①
車
両
及
び
自
転

車
、
荷
車
に
塔
乗
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
の
車
両
が
衝
突
し
た
乙

と
に
よ
っ
て
傷
害
を
被
っ

た
と

か
、
そ
の
車
両
か
ら
転
落
し
て
傷

害
を
被
っ
た
と
か
い
う
場
合
に
支

払
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

(
問
)
乙
の
保
険
は
、
他
の
保
険

な
ど
に
関
係
な
く
保
険
金
を
支
払

っ
て
く
れ
ま
す
か
。

(
答
)
他
の
保
険
(
健
康
、
労

災
、
生
命
、
傷
害
、
自
動
車
保

険
)
や
賠
償
金
な
ど
と
は
関
係
な

く
お
支
払
い
し
ま
す
。
交
通
事
故

の
補
償
は
市
民
の
た
め
の
市
民
に

よ
る
市
民
の
総
力
で
日
と
い
う
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
が
、
乙
の
保
険

を
生
み
ま
し
た
。
全
く
安
易
に
加

入
で
き
る
保
険
で
す
。
ま
だ
加
入

し
て
い
な
い
お
方
は
市
役
所
ま
た

は
出
張
所
ま
で
一
日
一
円
の
保
険

料
と
印
鑑
を
添
え
て
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

V
九
月
十
二
白
匡
名
の
方

V
市
内
赤
佐
古
六
五
、
内
本
嘉
市

さ
ん
は
亡
妻
ト
ヨ
さ
ん
の

V
市
内
弥
勤
寺
郷
六
四
七
、
福
田

モ
リ
さ
ん
は
亡
夫
克
二
さ
ん
の

V
市
内
水
主
町
林
踊
子
さ
ん
は
亡

夫
辰
雄
さ
ん
の
、
忌
明
に
い
づ
れ

も
社
会
福
祉
事
業
費
と
し
て
善
意

銀
行
に
与
託
さ
れ
ま
し
た
。

長Y
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国
体
期
間
中

交
通
規
制
に

ご
協
力
を

大
村
市
に
お
い
て
も
叩
月
幻
自
か

ら
泊
日
ま
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、

ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技

が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
期
間
中
又
臨
時
の
交

通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

図
示
の
区
分
に
よ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
競
技
会
場
周
辺
に
駐
車
場

を
設
け
ま
す
が
、
係
員
の
指
示
に

よ
っ
て
正
し
く
駐
車
し
て
く
だ
さ

市政だより '(3) 
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竹
松

大
村
小
学
校

小
鳩
会

(
小
路
口
芳
三
住
宅

)ω

七
四
戸
の
世
帯
か
ら
誕
生
し
て

三
才
に
な
っ
た
ば
か
り
の
子
ど
も

会
で
す
。
こ
の
子
ど
も
会
は
町
内

会
を
は
じ
め
婦
人
会
の
協
力
で
た

い
へ
ん
よ
い
環
境
が
つ
く
ら
れ
て

い
ま
す
。
町
内
で
美
く
し
い
町
づ

く
り
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
会
で
も
空
地
へ
花
を

植
た
り
、
草
取
り
を
し
た
り
、
と

く
に
本
年
は
国
体
を
迎
え
子
ど
も

等縮会jW22-J

会
花
園
を
つ
く
り
、
き
れ
い
な
花

が
一
っ

ぱ
い
咲
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
廃
品
回
収
が
行
わ

れ
町
内
運
動
会
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど

活
動
費
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
夏
休
み
の
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ

が
大
変
た
の
し
か
っ
た
の
で
来
年

も
ぜ
ひ
ゆ
こ
う
と
み
ん
な
た
の
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
会
費
一
人
三

O
円
、
二
人
五

O
円
で
す
。

》

会
員
二
十
五
名
(
小
中
学
生
)

子
ど
も
会
長
赤
川
浩
信

育

成

会

長

江

口

信

喜
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種

市政だより

V
該
当
者
、
生
後

6
ヶ
月
以
上
で

接
種
を
希
望
す
る
も
の

V
接
種
要
領
、

一
週
間
お
き
二
回

V
料
金
一
人
一
回
に
つ
き

6
ヶ
月
以
上

1
才
未
満
、
的
円

1
才
以
上

6
才
未
満
、
閃
円

6
才
以
上
白
才
未
満
、
間
円

日
才
以
上
凶
円
(
年
令
は
い

づ
れ
も
日
月

1
日
現
在
)

V
幼
児
に
つ
い
て
は
、
接
種
当
日

母
子
手
帳
持
参
の
こ
と

V
注
意
、
鶏
卵
に
対
す
る
特
異
体

質
の
あ
る
者
、
熱
の
あ
る
者
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
糖
尿
病
、
脚
気

胸
腺
リ
ン
パ
体
質
の
疑
が
あ
る
者

そ
の
他
医
師
が
接
種
し
な
い
方
が

よ
い
と
認
め
た
者
は
、
予
防
接
種

を
う
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

V
実
施
日
程
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。

接
種
時
間
は
い
づ
れ
も
午
後

2
時

か
ら
午
後

3
時
加
分
ま
で
。

場所------- 接種目 1回目戸旦旦

諏萱黒 瀬木訪 公小出 民学張 所舘校 111月0日111月7日

市松原立公病民舘院 11 18 

市東大民村小会学校舘 12 

鈴ニ田出浦張幼所、稚市役園所 13 20 

福竹松重本出町公張民所舘 14 21 

日
月
定
例
母
子
検
診

実施月日 実施場所

11月6日 三浦幼稚園 13:30-15:00 

11月7日 萱瀬出張所 9:30"-' 12:00 

11月11日 鈴田出張所 9:30-12:0。
11月14日 竹松出張所 9:30-15:0。
11月17日 松原出張所 9:30，，-， 12:00 

福重出張所 9:30"-' 12:00 

昭
和
四
十
四
年
就
学
義

務
猶
予
免
除
者
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験

の
実
施

乙
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
虚

弱
、
発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を

え
な
い
事
由
の
た
め
に
、
義
務
教

育
諸
学
校
(
小
学
校
、
中
学
校
等
)

に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就

学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人

な
ど
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
な
う
誠
験

で
す
。
認
定
試
験
に
合
格
し
た
人

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
(
中

学
校
卒
業
と
同
等
)
が
与
え
ら
れ

ま
す
。

V
出
願
期
日

十
月
三
十
一
日
ま

で

V
試
験
期
日
十
二
月
六
日

V
受
験
資
格
昭
和
四
十
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五
才
以

上
に
な
る
人
で
該
当
者

尚
詳
細
は
市
学
校
教
育
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

芳
八
回
大
村
ま
つ
り

本
年
は
特
に
国
体
前
日
祭
と
し

て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
盛
大
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

V
期
日
十
月
二
十
五
日
(
土
曜
)

午
後
一
時
三
十
分
J
四
時

V
行
事

〔
鈴
田
浮
立
〕
出
演

鈴
田
浮

立
保
存
会

道
行
き
経
路
大
小
横

l
片
町

J
本
町

i
ア
ー
ケ
ー
ド

J
駅
前

広
場

円
民
踊
祭
】

団
体

出
演

市
内
婦
人

道
行
き
経
路
西
中
横
J
古
町

l
乾
馬
場
J
向
陽
町
J
駅
前
広

場
問
植
木
盆
裁
展
示
即
売
会
〕
十

月
十
五
日

t
十
一
月
三
日
ま
で

駅
前
元
教
育
委
員
会
跡

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
十
月
の

事
故
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お
り
お
こ

な
い
ま
す
。
相
談
に
は
、
専
門
の

相
談
員
が
応
じ
ま
す
の
で
、
交
通

事
故
で
お
こ
ま
り
の
人
は
ど
遠
慮

な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
マ
日
時

十
月
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
午

后
三
時
ま
で
マ
場
所
市
役
所
大
会

議
室

清
和
国
へ
寄
贈

企
竹
松
本
町
老
人
ク
ラ
ブ
、
雑

布
四

O
枚
、
古
衣
五
枚
、
菓
子
二

キ
ロ
、
演
芸
企
佐
世
保
市
双
葉

会
、
菓
子
三
キ
ロ
、
演
芸
企
諏

訪
住
宅
志
田
広
二
、
画
報
二
冊

企
水
田
二
区
仲
よ
し
会
、
二
千
円

A
古
町
住
宅
木
久
保
ト
ミ
子
、

鯉
菓
子
一
対
企
県
営
住
宅
山
田

龍
生
、
古
衣
一
二
点
企
諏
訪
七

陸
峰
米
一
、
千
円
企
上
小
路
松

永
弘
子
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
二
本
企

上
波
止
ク
ラ
ブ
古
城
水
田
安
仁

外
、
菓
子
五
キ
ロ
、
ジ
ュ
ー
ス
三

O
本

企
東
京
都
西
村
正
人
、
演

. ) 

'-， 

郡
中
学
校
生
徒
会
、
鏡
(
大
)
一

個

A
杭
出
津
福
岡
初
一
、
花
輪

一
対
企
長
崎
県
知
事
、
ド
ロ
ッ

プ
ス
三

O
缶

芸

A
池
田
第
一
市
営
住
宅
種
村

綾
子
、
ズ
ボ
ン
一
枚
、
ス
テ
テ
コ

一
枚
、
シ
ャ
ツ
一
枚
企
大
村
高

等
学
校
家
政
科
二
年
生
一
同
、
西

瓜
二
七
キ
ロ
、
風
鈴
一

O
個
、
演

芸

A
中
諏
訪
一
区
間
村
正
久
、

、果
汁
三

O
人
分
企
向
陽
町
小
崎

秀
好
、
雑
誌
六
七
冊
企
長
崎
市

渡
辺
英
、
三
城
町
川
端
久
米
蔵
、

う
な
ぎ
か
ば
焼
き
一

0
キ

ロ

企

諏
訪
町
寺
坂
光
子
、
ぶ
ど
う
一
二

キ
ロ
、
梨
九
キ
ロ
企
諏
訪
町
溝
上

太
久
馬
、
う
ち
わ
四

O
本

企

長

崎
市
木
下
ミ
ツ
エ
、
西
瓜
一

0
キ

ロ
企
玖
島
郷
園
田
清
人
、
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
玉
四
八
玉
企
諏
訪
町
森

晃
、
西
瓜
一
六
キ
ロ
企
日
本
専
売

公
社
大
村
出
張
所
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

パ
ッ
ト
三
千
本
企
三
浦
高
木
隆

虎
、
三
千
円
企
諏
訪
町
上
田
市

次
、
石
け
ん
三

O
個

A
大
村
上

駅
通
り
若
人
会
、
テ
レ
ビ
一
台
、

五
千
円
企
広
本
建
雄
、
焼
菓
子

九
八
個
企
大
村
市
農
協
青
壮
年

部
、
梨
、
り
ん
ご
三
五
キ
ロ
、
古

衣
一
点
企
大
村
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
ヶ

l
キ
三
五
個
企
古
町

中
島
武
二
郎
一
万
円
企
さ
く
ら

タ
ク
シ
ー
従
業
員
一
向
、
三
千
円

企
池
田
十
一
区
北
村
カ
ヲ
ル
、

O
国
体
だ
ま
ず
手
洗
い
で
防
疫
を

古
衣
八
点

A
本

町

八

木

フ

ヂ

(

玖

中

一

年

)

三

浦

憲

子

ェ
、
映
画
招
待
、
パ
ン
、
キ
ヤ
ラ
(
入
賞
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ

メ
ル
、
ジ
ュ
ー
ス
各
一
八
個
企
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
)

国
体
協
力
標
語

入
選
作
品

大
村
市
学
校
保
健
会
で
さ
き
に

募
集
し
ま
し
た
標
語
の
入
選
作
品

が
き
ま
り
ま
し
た
。

V
天
賞

O
じ
よ
う
ぶ
で
げ
ん
き
な
な
が
さ

き
乙
く
た
い

(
西
小
三
年
)
に
し
む
ら
の
り
と

O
町
は
せ
い
け
つ
選
手
は
に
こ
に

乙(
西
小
四
年
)

山

敏

口

O
清
け
つ
な
町
活
気
あ
ふ
れ
る
長

崎
国
体

(
大
小
五
年
)

鬼
塚

伸
也

V
地
賞

O
さ
あ
国
体
だ
町
か
ら
村
ま
?で

う
つ
く
し
く
。

(
大
小
四
年
)

原

慶

郎

O
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い

あ
す
を
作
る
長
崎
国
体

(
大
小
六
年
)
服
部
知
子


